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令和５年度 学校経営報告書（自己評価） 
 

学校番号 17  学 校 名 静岡県立裾野高等学校 校 長 名 田代 直彦 

 

本年度の取組（重点目標はゴシック体で記載） 

  取組目標 成果目標 達成状況 評価 成果と課題 

ア 

社会に適応できる基

本的生活習慣の確立

に向けた指導を充実

する。 

裾野高校に入

学してよかっ

たと答える生

徒 100%【全員】 

よかったと答

えた生徒 81％

（85％） 

（）内昨年度 

Ｂ 

昨年度に比べ、減少しているた

め、教育活動全体を通して学校

の魅力を高める。 

服装が良いと

答える生徒90%

以上【生徒課

他】 

良いと答えた

生徒 95％ 

（95％） 
Ａ 

チケット制から切り替えを図っ

たが、生徒の服装への自覚は向

上している。 

挨拶ができる

と答える生徒

90%以上【生徒

課他】 

できると答え

た生徒は 84％

（87％） 
Ｂ 

生徒会の挨拶運動等、積極的に

活動が始まったため今後に期待

したい。 

出席率98.0%以

上 

遅刻・早退件数 

前年度比30%減 

【教務研修課

他】 

出席率 96.1％ 

（98.1％） 

遅刻・早退は減

少しなかった。 
Ｂ 

感染症の流行もあり、出席率等

の向上については困難な状況に

ある。家庭との連携を図ってい

く必要ある。 

基本的生活習

慣の指導が適

切に行われて

いると答える

生徒 85%以上 

【生徒課他】 

適切に行われ

ていると答え

た生徒 86％ 

（87％） 
Ａ 

基本的生活習慣の指導が適切に

行われているという自覚と出席

率等が結びつくように指導して

いきたい。 

委員会活動が

活発であると

答える生徒70%

以上【生徒課

他】 

活発であると

答えた生徒50% 

（68％） Ｃ 

委員会の数を学校規模に合わせ

て統合し、各委員会の活動を活

発にしていく。 

イ 

望ましい社会性、規範

意識を育成し、生徒の

自立性・社会性を伸長

し、命を尊び健康で安

全な生活を送らせる。 

全校集会、学年

集会で毎回、生

徒に問題行動

予防のための

講話を実施 

問題行動の発

生件数前年度

比 20%減【生徒

課他】 

 

式典、集会で毎

回注意喚起を

行った。 

問題行動の件

数は前年度よ

り 25％減少。 
Ｂ 

ＳＮＳ等の不適切な使用を細か

く指導しているため、指導件数

は一定数いる。ＳＮＳの使い方

講座やセルフチエック等の機会

を有効に活用したい。 

PTA・地域との

連携による交

下校指導は定

期的に学年部

 

 

交通安全教室の開催、登下校の

指導、日常の呼びかけの教科を
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通安全指導を

実施し、交通事

故件数を前年

度比 20%減 

外部講師によ

る交通安全教

室を年２回実

施 

いじめ防止・ス

マホの適正使

用に関する研

修会（生徒・教

員）２回以上実

施 

教育相談委員

会の実施を年

間６回以上 

健康・安全に関

する指導が適

切に行われて

いると答える

生徒 90%以上

【生徒・保健相

談課】 

の協力によっ

て実施してい

る。 

交通事故につ

いては５件と

昨年度より増

加（３件）。 

交通安全の講

座を学年で実

施。 

いじめ防止・ス

マホの適性使

用に関する研

修会実施。 

健康・安全に関

する指導が適

切に行われて

いると答える

生徒 79％ 

(86％) 

 

Ｃ 

 

 

 

 

図る。自転車のヘルメット着用

を推進する。 

スマホの適性使用に関して、業

者による分析結果をもとに、個

別指導に活かした。 

教育相談委員会やケース会議を

適宜開き、必要に応じて外部機

関と連携しながら、生徒の抱え

る問題の解決や改善に努めた。 

 

避難訓練を年

３回実施。避難

訓練は大切と

答える生徒95%

以上 

地域防災訓練

参加率75%以上 

【総務図書課】 

コロナ禍で実

施できなかっ

た煙脱出訓練

等訓練計画の

実施を図った。

避難訓練が大

切と答える生

徒 95％(96％) 

Ｂ 

第２回の訓練は感染症流行のた

め実施ができなかったが、今回

の計画を来年度につなげていき

たい。 

訓練の重要性を理解している生

徒は多いが、地域防災訓練の参

加率へ結びついていないため、

さらに呼びかけ等を強化した

い。 

保健便りを年

10 回は発行 

疾病治療60%以

上 特に、歯科

受診率30%以上 

朝食摂取率95%

以上【保健相談

課】 

保健便りを年

11 回発行 

受診率は 30％

を下回ってい

る。 

朝食摂取率 

81％(85%) 

Ｂ 

保健便りの発行によって、時節

による健康管理上の注意喚起を

促すことができた。 

受診率、朝食摂取率ともに高く

ないため、連絡ツールを用いた

保護者への呼び掛け等も検討す

る。 

教職員は生徒

の話を親身に

なって聞いて

くれると答え

る生徒90%以上 

生徒面談年３

回以上 

生活アンケー

親身になって

聞いてくれる

と答えた生徒

82％(86%) 

生徒面談は年

３回以上実施。 

生活アンケー

ト年３回実施 

Ｂ 

面談、生活アンケートは計画通

り実施できた。特にアンケート

については、端末等を用いて効

率的に行えるようになったた

め、それらの結果を素早く指導

につなげていきたい。 
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トを年３回実

施し、問題があ

る場合は関係

教職員が即座

に対応 

定例いじめ対

策委員会を年

３回開催【保健

相談課他】 

定例いじめ対

策委員会は十

分には開催で

きなかった。 

清掃により校

内美化が保た

れていると答

える生徒80%以

上【保健相談

課】 

 

校内美化が保

たれていると

答 え た 生 徒

61％(70%) Ｃ 

トイレのごみ等が多く、使用制

限を設けるなどして対応した。

さらに利用マナー等について、

呼びかけの教化が必要である。 

ウ 

総合学科の特色を生

かして、地域人材の活

用を図り、基礎基本の

定着や課題解決能力

の向上を図る。 

新教育課程・学

習評価及びＩ

ＣＴ活用に関

する研修を年

３回以上実施 

【教務研修課

他】 

関連する研修

を３回実施。全

職員がＩＣＴ

活用について、

実践し研修を

行った。 

Ａ 

授業でのＩＣＴ活用頻度は上が

っている。端末の活用の定着を

さらに図っていく。また効果的

な活用方法について研修を重ね

ていきたい。 

 

家庭学習をよ

くやっている

と答える生徒

30%以上 

基礎力診断テ

ストにより基

礎学力の定着

度が把握でき

たと答える生

徒 80%以上 

授業で力がつ

いたという生

徒 80%以上【教

務研修・進路

他】 

家庭学習をよ

くやっている

と答えた生徒

38％(32%) 

基礎力診断テ

ストにより基

礎学力の定着

度が把握でき

たと答える生

徒 69％(73%) 

授業で力がつ

いたという生

徒 81％(80%) 

Ａ 

昨年度に比べ、家庭学習への取

組、学力の定着、授業で力がつ

いたという実感、全てにおいて

上昇している。 

小テストや課題等への取組によ

り、学習習慣が身に付いている

生徒は一定数いる。 

基礎学力テストの客観的数値で

も前回に比べ、成績が上昇した

生徒の割合が増えている。 

授業がわかる

と答える生徒 

85%以上【教務

研修課他】 

授業がわかる

と答えた生徒

82％(80%) 
Ａ 

生徒による授業リサーチ等を活

用して、授業改善を行っている。 

家庭学習時間

調査を定期的

に実施し、平日

が 40 分以上、

休日が 60 分と

答える生徒が

80%以上 

家庭学習時間

調査は実施し

なかった。本人

はよくやって

いるとの自覚

があるが、保護

者から見ると

Ｃ 

端末等を利用して、具体的なデ

ータを確実に取って検証する。 

各教科で課題や小テスト等を調

整して、毎日の学習時間の確保

を図る。 
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 物足りなさを

覚えている。 

朝読書はよい

効果があると

答える生徒70%

以上 

生徒の借りる

本一人３冊以

上【総務図書課

他】 

朝読書は効果

があると答え

た 生 徒 63 ％

(64%) 

 

平均借り出し

冊 数 2.6 冊

(3.9 冊) 

Ｂ 

朝読書による読書の習慣化は見

られる。 

 

図書便り等により読書への関心

を深める。 

系列や選択科

目が希望進路

に応じている

と答える生徒

90%以上 

オープンスク

ールにおける 

来校者の満足

度 97%以上 

地域人材の活

用 150 件以上 

地域関連事業

の実施年 30 件

以上【総学広報

他】 

系列や選択科

目が進路希望

に応じている

と答えた生徒 

88％(92%) 

オープンスク

ールの満足度 

99％(96.5%) 

地域人材活用 

91 件(166) 

地域関連事業 

20 件(11) 

Ｂ 

系列の選択については、ガイダ

ンスや個別面談等を通じて、ほ

ぼ満足のいく選択ができた。 

オープンスクールの来校者は授

業や施設見学、学校説明等で本

校に対する理解を得られてい

る。 

エ 

キャリア教育を推進

し、地域や産業社会の

変化に対応しながら

自己実現のできる人

材育成を図る。 

３年生の就職

者の第一志望

合格率90%以上 

３年生の進学

者の第一志望

合格率90%以上 

３月末までの

進路決定 100% 

進路決定に向

けた指導が充

実していると

答えている生

徒 90%以上【進

路課他】 

就職第一志望

合格率 92.6％ 

(90.4%) 

 

 

進路決定に向

けた指導が充

実していると

答 え た 生 徒

84％(83%) 

Ｂ 

求人数が回復傾向にあり、担

任・学年によるきめ細かい指導

と密な情報交換により目標を達

成することができた。 

進学についても、個別指導等の

効果が見られた。 

また、全職員で３年生の進路指

導に当たる体制も好結果に結び

ついている。 

「産業社会と

人間」・総合的

な学習の時間

が自己のため

になったと答

える生徒80%以

上【キャリア

他】 

ためになった

と答えた生徒 

68％(76%) 

 

 
Ｃ 

新旧の教育課程が混在する中

で、３年間を見通した授業計画

を進める必要がある。 

 

１年生については、探究活動の

基礎力、スキルを身に付けるこ

とができた。 
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インターンシ

ップ参加者 

２年生（就職希

望者）100% 

オープンキャ

ンパス参加者

（進学者）100% 

志望学部・志望

学科・志望職種

が明確になっ

たと答える 2

年生 90%以上 

自己の進路目

標に即して系

列を選ぶこと

ができたと答

える 1 年生が

90%以上【進路

課他】 

インターンシ

ップ83％(90%)

不参加者は企

業調べを実施 

オープンスク

ー ル 100 ％

(88%)参加 

 

進路志望が明

確になった生

徒 は ２ 年 生

83％(66%) 

系列を進路目

標に即して選

ぶことができ

た１年生 

82％(90%) 

Ｂ 

様々な進路行事を通して自分の

進路について、じっくりと考え

ていると言える生徒もいる一方

で、他の専門学科の生徒に比べ

て、希望を固めることが遅い傾

向もあり、早い段階からの進路

意識の向上を図りたい。 

 

 

進路に関するキャリベーシック

の授業実施時期が遅く、系列選

択に十分には活かせなかった。 

平日、休業中の

補 習 参 加 者 

各学年 60 人以

上【進路課他】 

１年 ３名 

   (0 名) 

２年 ０名 

    (5 名) 

３年 63 名 

     (19 名) 

Ｂ 

３年生の補習希望者は概ね参加

することができた。進路変更等

により受講者数は減少した。 

オ 

学校行事、特別活動、

部活動を充実し、生徒

に自信と誇りを持た

せ、学校の活性化を図

る。 

生徒会活動は

行事の成功に

つながってい

ると答える生

徒 90%以上 

学校行事は充

実していると

答える生徒90%

以上【生徒課

他】 

つながってい

ると答えた生

徒 78％(81%) 

 

行事の充実は 

85％(90%) 
Ｂ 

生徒数の減少に伴い、委員会の

統廃合を検討。執行部は積極的

に活動している。 

 

五龍祭、球技大会等生徒が主体

的に考え、運営することができ

た。 

ＨＲ活動を通

してクラスの

まとまりがあ

ると答える生

徒 90%以上【生

徒課他】 

まとまりがあ

ると答えた生

徒 79％(86%) 
Ｂ 

学校行事等を通じて、さらにク

ラスのまとまりを強めたい。 

 

所属している

部活動に満足

していると答

える生徒85%以

上【生徒課】 

満足している

と答えた生徒 

80％(79%) Ｂ 

部活動の統廃合が進む中でも、

生徒の興味・関心に応えられる

活動を行っていく。 

カ 
保護者や地域住民等

への広報活動を充実

し、地域貢献活動を活

ＨＰを活用し

て毎週 1 回以

上の情報を発

ホームページ

等により学校

の様子を知る

Ｂ 

ホームページの更新について

は、昨年度に比べて回数が増え

たものの、システム的に掲載で
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発に行う。 信し、月のアク

セス数を2,500

以上とする。HP

や Facebook で

学校の様子を

知ることがで

きると答える

保護者80%以上

各学年部は学

期に３回以上

保護者に対し

て学校の様子

がわかる広報

紙を発行 

報道提供件数

50 件以上【情

報委員会他】 

ことができた

と答えた保護

者 90%(77%) 

学年部からの 

 

広報発行は概

ねできた。 

 

報道提供件数

は減少した。 

 

きる情報量に制限があり、来年

度予定されている県のシステム

変更に期待する。 

学校からの情報提供として、「Ｃ

ラーニング」システムを導入。

生徒・保護者への連絡が密に行

えるようになった。 

報道提供については、各系列等

の取組が事前に十分に周知でき

なかった。 

地域向け学校

広報チラシを

月に 1回発行 

【総学広報】 

毎月１回発行

した。 

 
Ａ 

月ごとの発行だけでなく、紙面

の充実等の工夫も行われた。 

PTA総会の出席

率 30%以上 

PTA活動の趣旨

を十分理解し

て参加してい

ると答える保

護者 70%以上 

【総務研修課】 

総会出席率 

22.8％(20.9%) 

 

理解して参加

している 

57％(66%) 

 

Ｃ 

会員数の減少に伴って、役員数

や仕事の内容の見直しが必要。 

また、今後総会の在り方につい

ても検討していく必要がある。 

清掃活動以外

の一部活動一

ボランティア

活 動 の 実 施

100%【生徒課】 

多くの部で実

施できた。 

 Ｂ 

コロナ禍で活動を自粛していた

が、本年度から複数の部活動で

再開することができた。 

キ 

職員及び生徒の国際

化を推進し、グローバ

ル人材を育成する。 

英語検定合格

者数 ３級 15

人以上 準２

級 10人以上 

漢字検定合格

者数 ２級５

人以上、準２級

10 人以上 

数学検定合格

者数 準２級5

人以上 

商業検定合格

者数 全商検

定（簿記・情

報・電卓）１級

英検受検者数 

21 名、合格者

数 11名（52％） 

漢検準２級合

格者１名、３級

合格者６名 

 

 

実施せず。 

電卓１級２科

目２名、１科目

18 名合格 

簿記・原価計算

１名合格 

 

Ｂ 

積極的な呼びかけによって生徒

の意識を高めることができた。

またリスニング対策や個別指導

により合格率は目標を上回った

（英検） 

第２回の受験希望者が少なく、

実施できなかった。（漢検） 

受検への呼び掛けをさらに促し

たい。（数検） 

系列にとらわれず、全ての生徒

に受検の機会を知らせて挑戦を

促すことができている。今後も

継続して積極的に受検するよう

な環境づくりに努める。（商業） 
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20 人以上【学

年部・総合学

科・教科】 

ク 

教職員は研修に積極

的に参加し、組織的な

取組により学校力の

向上に貢献する。 

授業参観後の

合評会や生徒

による授業評

価アンケート

を非常勤講師

ま で 含 ん で

100%実施【教務

研修課他】 

すべての教員

が実施。 

Ａ 

授業評価アンケートの結果を踏

まえて、各教員が授業改善に努

めている。 

授業公開週間後の意見交換等を

さらに充実したものにしたい。 

「主体的・対話

的で深い学び」

及び「ユニバー

サルデザイン」

を意識してや

っている教員

の割合が 100%

以上【教務研修

課他】 

意識している

教員 90％ 

Ｂ 

研修を通して、新学習指導要領

への理解を深め、合わせて評価

等についても検討を進めたい。 

また、ユニバーサルデザインへ

の意識の徹底と継続を図りた

い。 

 

必要な生徒に

対して個別支

援計画を作成 

ＵＤ教育を取

り入れる教員

100%以上 

【保健相談課】 

実施 91％ 

Ｂ 

中学校からの情報の引継ぎや生

徒に関する情報の共有を全体で

行い、個に応じた指導を心掛け

ている。 

教務・研修課、

生徒課の連携

により、採用１

～３年目の教

員のための生

徒指導に関す

る研修を導入

する。【教務研

修・生徒課】 

チーム研修と

して複数回実

施 

Ａ 

若手教諭の情報交換ならびに各

課の先輩教諭からの助言によっ

て、指導力の向上を図った。 

教職員が連携

し、カリキュラ

ム・マネジメン

トを意識した

教育活動を実

践し、教育効果

が上がったと

実感する教員

80％【管理職】 

実感している

教員 72%(74%) 

Ｂ 

基底にある探究的活動への意識

や教科横断型の授業内容等、よ

り多岐に渡るカリキュラム・マ

ネジメントの意識を醸成するた

めに、教科間の情報交換をさら

に密に行っていく。 



様式第３号 

ケ 

教職員は業務の効率

化を図り、ワークライ

フバランスに努める。

また、次世代育成支援

を意識した行動に取

り組む。 

月曜日の定時

退勤励行（午後

６時完全退勤） 

午後８時退勤

励行（午後９時

完全退勤） 

夏季休暇完全

取得 

一人当たり時

間外勤務月平

均 30時間以下 

一人当たりの

年休取得日数

平均 13 日以上 

【管理職・事務

部】 

職員全体の超

過勤務時間は

減少している。 

特に午後９時

完全退勤につ

いては、ほぼ実

施できている。 

Ｂ 

超過時間の多い教員について

は、管理職および産業医による

面談を実施。働き方について、

見直す機会を作った。 

業務削減への取組をさらに進め

ていく。 

コ 

安心安全な教育環境

の整備、充実に努め

る。 

体罰、セクハラ

等服務事故０

件 

施設設備に起

因する事故 

件数０件 

監査、検査での

指摘、文書指導

等の件数０件 

学校の施設・設

備が整備され

ていると答え

た生徒85%以上 

警報時の対応

について承知

していると答

えている生徒

や保護者85%以

上 

【管理職・事務

部・保健相談

課】 

 

体罰、セクハラ

等の服務事故 

０件 

 

 

 

 

 

 

施設・設備が整

備されている

と答えた生徒 

66％(74%) 

警報時の対応

を承知してい

る生徒・保護者 

76％(86%) 

 

 

 

 

Ｂ 

体罰、セクハラ等については、

グループ研修等を実施して、教

員のコンプライアンス意識の向

上を図っている。 

施設設備については、校舎等の

老朽化もあるが、エアコンの設

置等環境の改善が進んでいる。 

警報時の対応については、ホー

ムページを活用するなどして徹

底を図りたい。 

 

 


